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労務

う
つ
病
で
休
職
中
の
従

業
員
か
ら
、
職
場
で
の

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
発

症
し
た
た
め
労
災
保
険
の
適
用
を
受

け
た
い
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
従
業
員
の
申
し
出
に

よ
り
、
休
職
を
認
め
私
傷
病
と
し
て

健
康
保
険
給
付
の
受
給
手
続
き
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
労
災
適
用
を
認
め

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

精
神
障
害
の
業
務
上
外
の
認
定
に
つ
い
て
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１
．
業
務
上
災
害
の
企

業
責
任

　

業
務
に
起
因
す
る
疾

病
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
以

下
、
労
災
）
対
象
と
な
る
一
方
、
原

因
が
業
務
外
で
あ
れ
ば
、
健
康
保
険

（
以
下
、
健
保
）
か
ら
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

従
業
員
が
休
職
期
間
満
了
で
職
場

復
帰
で
き
な
い
場
合
、
就
業
規
則
に

定
め
が
あ
れ
ば
退
職
に
な
り
ま
す
が
、

業
務
災
害
は
企
業
責
任
が
あ
る
た
め

休
職
期
間
満
了
で
退
職
措
置
と
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
従
業
員
と
し
て
の

身
分
は
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
労
働
基
準
法
第
19
条
に
よ
る
解

雇
制
限
）。
ま
た
、
保
険
給
付
を
比

較
し
て
み
て
も
、
労
災
は
健
保
を
上

回
っ
て
い
ま
す
（
図
表
❶
）。

　

実
際
に
、
精
神
障
害
な
ど
発
症
原

因
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
ケ
ー

ス
で
、
当
初
は
健
保
の
給
付
を
受
け

て
い
た
も
の
の
、
発
症
が
業
務
に
起

因
す
る
と
し
て
、
給
付
が
優
位
な
労

災
に
切
り
換
え
た
い
と
従
業
員
が
申

し
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
．
労
災
適
用
申
し
出
へ
の
対
応

　

会
社
と
し
て
、
従
業
員
の
疾
病
が

業
務
に
起
因
す
る
か
否
か
を
判
断
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

難
し
い
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
発

症
を
訴
え
て
き
た
当
時
の
職
場
の
状

況
、
過
重
労
働
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う

な
時
間
外
・
休
日
労

働
の
有
無
、
上
司
や

同
僚
等
と
の
人
間
関

係
、
と
り
わ
け
パ
ワ

ハ
ラ
と
の
指
摘
を
受

け
る
よ
う
な
言
動
が

あ
っ
た
か
否
か
な
ど

に
つ
い
て
調
査
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
産
業
医

や
専
門
医
に
も
意
見
を
聞
き
ま
し
ょ

う
。

⑴
業
務
起
因
性
を
満
た
す
場
合

　

長
時
間
労
働
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、

業
務
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
れ
ば
、
労
災
へ
の
切
り
換
え

手
続
き
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
労
災
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、

こ
れ
ま
で
健
保
か
ら
給
付
を
受
け
て

い
た
な
ら
ば
、
図
表
❷
の
手
続
き
を

し
な
い
限
り
は
従
業
員
が
受
け
て
い

た
給
付
を
健
保
の
保
険
者
に
い
っ
た

ん
返
還
し
て
も
ら
い
、
改
め
て
労
災

給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

業
務
に
起
因
す
る
と
な
れ
ば
、
会

社
は
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
（
以

下
、
労
基
署
）
に
労
働
者
死
傷
病
報

告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
業
務
起
因
性
を
満
た
さ
な
い
場
合

　

業
務
と
の
因
果
関
係
が
判
断
で
き

な
か
っ
た
り
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、

労
災
保
険
給
付
の
請
求
書
に
は
、
疾

病
が
業
務
に
起
因
す
る
こ
と
を
証
明

す
る
署
名
は
で
き
な
い
旨
を
従
業
員

に
伝
え
ま
す
。
従
業
員
が
不
服
で
あ

図表❶　労災と健保の給付内容比較
労災 健保

療養費 原則自己負担なし 原則3割負担

休業
補償

・休業補償給付
 として平均賃
 金（給付基礎日
 額）の8割
・原則として休
 業期間補償

・傷病手当金と
 して標準報酬
 日額×2/3
・支給開始日か
 ら1年6カ月が
 限度

図表❷　保険者間による調整措置
　返還を行う被災労働者等の負担軽減の
ため、「労災認定された傷病等に対して労
災保険以外から給付等を受けていた場合に
おける保険者等の調整について（平成29年
2月1日基補発0201第1号）」により、返
還額に相当する労災保険給付の受領を健
康保険の保険者等に委任する旨の申し出が
あり、健康保険等の返還通知書等を添付し
て労災請求があった場合に限り、保険者等
の口座に振り込みを行う方法により調整を行
って差し支えないとしています。
　この調整に係る申し出を行わない場合に
は健康保険の給付額を保険者に被災労働
者等が直接返還することになります。

図表❸　出来事の類型
①	事故や災害の体験
②	仕事の失敗、過重な責任の発生等
③	仕事の量・質
④	役割・地位の変化等
⑤	パワーハラスメント
⑥	対人関係
⑦	セクシュアルハラスメント
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れ
ば
、
会
社
証
明
な
し
で
直
接
労
災

の
給
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

従
業
員
の
申
請
で
労
災
手
続
き
を

す
る
際
は
、
会
社
の
見
解
と
し
て
、

労
基
署
労
災
担
当
に
業
務
起
因
性
を

満
た
さ
な
い
旨
の
意
見
書
を
提
出
し
、

指
導
を
仰
い
で
お
い
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。
後
日
労
基
署
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
り
、
使
用
者
と
し

て
詳
細
な
事
情
報
告
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

業
務
上
外
の
認
定
は
労
基
署
の
判

断
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
認

定
に
至
る
ま
で
の
審
査
期
間
は
約
半

年
か
ら
1
年
を
要
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

３
．
精
神
障
害
の
業
務
上
外
の
認
定

基
準

　

発
症
原
因
が
業
務
上
で
あ
る
か
否

か
は
、
厚
生
労
働
省
が
「
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
」

と
し
て
精
神
障
害
の
発
病
に
つ
い
て

の
考
え
方
、
精
神
障
害
の
労
災
認
定

要
件
、
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
評

価
表
（
令
和
2
年
5
月
29
日
基
補
発

0
5
2
9
第
1
号
）
等
に
認
定
基
準

を
示
し
て
お
り
、
基
準
に
基
づ
い
た

総
合
評
価
に
よ
り
業
務
上
外
の
判
断

が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
精
神
障
害
の
労
災
認
定
要
件

　

認
定
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

①
認
定
基
準
の
対
象
と
な
る
精
神
障

害
を
発
病
し
て
い
る
こ
と

　

発
病
す
る
可
能
性
の
あ
る
代
表
的

な
症
例
と
し
て
、
う
つ
病

や
急
性
ス
ト
レ
ス
反
応
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

②
認
定
基
準
の
対
象
と
な

る
精
神
障
害
の
発
病
前

お
お
む
ね
6
カ
月
の
間

に
、
業
務
に
よ
る
強
い

心
理
的
負
荷
が
認
め
ら

れ
る
こ
と

　
「
業
務
に
よ
る
強
い
心

理
的
負
荷
が
認
め
ら
れ

る
」
と
は
、
業
務
上
の
具

体
的
な
出
来
事
（
事
故
や

災
害
の
体
験
、
仕
事
の
失

敗
や
過
重
な
責
任
の
発
生

等
）
が
あ
り
、
そ
の
出
来

事
と
そ
の
後
の
状
況
が
、

従
業
員
に
強
い
心
理
的
負

荷
を
与
え
た
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

③
業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
や
個
体

側
要
因
に
よ
り
発
病
し
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と

　

業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
と
は
、

自
分
の
出
来
事
や
家
族
・
親
族
の
出

来
事
、
金
銭
関
係
等
を
指
し
ま
す
。

　

個
体
側
要
因
に
は
、
既
往
歴
や
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
状
況
、
社
会
適
応
状

況
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
．
心
理
的
負
荷
評
価
表

　

業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
は
、

「
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
評
価

表
」
に
よ
り
強
度
を
評
価
さ
れ
ま
す
。

評
価
表
に
は
、
出
来
事
の
類
型
（
図

表
❸
）
ご
と
に
心
理
的
負
荷
の
総
合

評
価
の
視
点
お
よ
び
強
度
を
判
断
す

る
具
体
例
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
測
し

て
「
弱
」「
中
」「
強
」
を
判
断
し
て

い
き
ま
す
。
総
合
評
価
で
「
強
」
と

な
り
、
業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
評

価
で
強
度
が
強
い
Ⅲ
に
該
当
せ
ず
、

個
体
側
要
因
が
な
い
場
合
に
は
労
災

認
定
と
さ
れ
ま
す
（
図
表
❹
）。

　

ま
た
、
長
時
間
労
働
が
恒
常
的
に

あ
る
場
合
に
は
、
他
の
出
来
事
と
合

わ
せ
て
全
体
と
し
て
評
価
さ
れ
、
心

理
的
負
荷
が
強
い
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

図表❹　精神障害の労災認定フローチャート

出所：厚生労働省「精神障害の労災認定」パンフレットより抜粋

① 認定基準の対象となる精神障害を発病している

② 業務による心理的負荷の評価

③-1
業務以外の
心理的負荷の評価

③-2
個体側要因の評価

1　特別な出来事に該当する出来事がある場合

強度Ⅲに該当する出来事
が認められない

かつ または
個体側要因がない

強度Ⅲに該当する出来事
が認められる

2　特別な出来事に該当する出来事がない場合
⑴「出来事」の平均的な心理的負荷の強度の判定	 ：（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）
⑵出来事ごとの心理的負荷の総合評価		  ：（弱、中、強）
⑶出来事が複数ある場合の心理的負荷の強度の全体評価：（弱、中、強）

労災認定

労災にはなりません

労災にはなりません労災認定 自殺
精神障害によって、正常な認識や行為選択能
力、自殺行為を思いとどまる精神的な抑制力が
著しく阻害されている状態で行われたもの

個体側要因がある

業務以外の心理的負荷や
個体側要因により発病した
のかを判断

弱 中 強


